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  坂本五段（唐津）が意地の 3 位に 

        ＜第 17 回ロータリーSEOUL 大会＞ 

     US 支部の大会初参加で GPFR は 4 支部に拡大  

 

 

左から日台韓米４支部の代表。新藤信之、游長和、楊敏盛、李在允、Steve Yoshida、 

塚本利光、Nobuko Yoshida の各氏。この国際大会が米国のデビューになりました 

http://www.gpfr.jp/


＜大会結果＞             ２  

2016/05/30 Seoul 

上級者クラス(5 段以上) 

優勝  Hong Jong Gook   洪鐘國 5 段   KOREA  Daegu 囲碁 

準優勝 Jo Goon Hoan     曹君煥 5 段   KOREA  Seoul 貫勲 

3 位  Naoki Sakamoto   坂本直樹 5 段  JAPAN   Karatsu 唐津 

中級者クラス(1 段~4 段) 

優勝  Lee Meong Wu    李明雨四段   KOREA  Daegu 囲碁 

準優勝 Oh Meong Cheol   呉明哲二段     KOREA  Seoul 江西 

3 位  Osamu Kida     貴田収二段     JAPAN  Komatsujima 小松島 

同  Lee Chi-Ba      李奇抜四段    TAIWAN 八徳 

初級者クラス(級位) 

優勝  Yang Seung Tae   梁承台 2 級      KOREA  Seoul 江西 

準優勝 Tsuneo Takizawa   瀧澤恒夫 4 級    JAPAN  Yuki 結城 

3 位  Tatsuo Yamaguchi   山口達夫 3 級    JAPAN Tokyo 東京立川こぶし 

同  Moon Jeong Sun   文貞順 2 級      KOREA  Daegu 囲碁 

 

 

貴田 2 段（小松島）も中級で奮闘 3 位 

初級は瀧澤４級（結城）準優勝、山口 3 級（立川こぶし）も 

 

 ロータリー囲碁同好会(GPFR)主催の「第 17 回ロータリー国際囲碁大会」は 5 月 30

日(月)、韓国ソウル市郊外で開かれた RI 大会に合わせて、同じ KINTEX の会場を使っ

て日本、韓国、台湾、米国の 4 支部の会員を集めて開催しました。米国は記念すべき初

参加です。 

 日本チームは石井良昌会長(尼崎西)がお父上の入院で参加を取り止めたことから、新

藤信之日本支部長(東京立川こぶし)が会長代行で訪韓。役員と同行家族 5 名を含めて計

22 名が参加登録しました。対局には初段の新藤支部長含めて 17 名で挑みます。 

 台湾チームは、元会長の楊敏盛 1 級(桃園)、支部長の游長和 1 段(大園)、游秀葉幹事

ら 8 名が参加登録。対局者は 7 名です。 

 米国チームは支部長の Steve Yoshida(e-club)、Nobuko Yoshida(HAWAII Hilo)夫妻

が参加されました。 

 迎え撃つ韓国チームは、元会長の李在允 5 段(大邱東新)をトップに、総勢 38 人がエ 



大会役員と入賞者  下段は日本チーム 22名         ３ 

 

 

 

ントリーして、当日の飛び込み参加者を含めて総勢 40 名となりました。 

 大会は 1 日だけの開催でしたが前日になって、韓国支部から開会式を午後に回したい

というのです。前代未聞ですが、ルールを含めて主催国に決定権があります。 

それはゲストとして招待している今 RI ソウル大会の顔役である大会組織委員長の尹

商求(ﾕﾝ ｻﾝｸｰ 韓国・新漢陽)さんが朝の予定がつかず急遽、午後に大会挨拶を行うこと



になったのです。                              ４ 

 会場では、午前 9 時から大会を前に理事会を開催。会長の交代と 3 年毎に日本、韓

国、台湾の輪番制で行い、次期会長は韓国から選出することが決まりました。  

 この席で Yoshida 米支部長か初登場の挨拶の後に「ドイツから仲間に入れて欲しい

と私に mail が入った。GPFR のニュースレターは日本語で読めないとの苦情でした」

との報告がありました。 

 新藤支部長はこれについて①GPFR の海外普及は日本支部が中心になって努める②

ニュースレターの英語版作りは以前からの課題である③帰国して再度努力したい、と応

えて了承を得ました。 

 さらに、Yoshida 支部長は「2020 年に RI 大会が HAWAII で開催される。英語版な

ど、いろいろ力になりたい」との話があり、理事会全員から熱い拍手を受けました。 

 

 対戦は午前 9:30 から 13:30 までの間に 3 局打って、昼飯後の開会式の終了後に決勝

戦が行われました。 

 日本チームは前々回の台湾優勝者、塚本利光六段(東京京浜)と前回東京大会優勝者の

江村洋弘六段(盛岡西)、それに一昨年秋の全国大会優勝者の坂本直樹五段(唐津)を擁し

て盤石の態勢で挑みました。 

 ところが、両六段は黒星のスタートで暗雲立ち込める中、気を吐いたのは坂本五段と

福島悟五段(高畠)で、二人とも連勝。しかし、二人は揃って大事な 3 戦目を落としてし

まい、結局は韓国同士の優勝決定戦になってしまいました。 

 しかし、坂本五段がスイス方式の恩恵を受けて、3 位食い込んだこと、さすがでした。

昨年の東京大会では、予選で敗退してしまったのです。意地の食い込みでした。 

 優勝戦を横目に、過去二度の世界チャンピオンの座を手にした江村六段に「敗因は？」

と図々しく聞きましたら、「これが碁というものです」。 

 中級者クラスは貴田収二段(小松島)が現地集合というハンデを気にせず初の入賞で

す。貴田さんは気ままな旅に徹する自然人で、我々が広い KINTEX のなかを苦労して

辿り着くと、貴田さんが囲碁会場で一人待ち構えているのです。 

 どういう訳か、一昨年、六段で世界王座についた台湾の李奇抜四段が中級者クラスに

いるのです。それも 3 位のカップを授与されていました。いぶかる私に、彼はニコニコ

と笑みを返すんです。韓国の粋な計らいだったのかもしれません。 

 貴田さんは彼に負けなければ「優勝したかも？」と思うのですが！ 

 初級者クラスは見ものでした。日本チームは初戦から何人かが勝ち残り、序盤から期

待ができたのです。 

 中でも瀧澤 4 級には、頭が下がります。何と瀧澤さんはパスポートを忘れて 28 日晩

の飛行機に搭乗できず、翌朝一人でソウルのホテルに合流したのです。ガンを克服して

昨年秋の全国大会で優勝し、波に乗って参加されました。その疲れを吹き飛ばしての準



優勝でした。                               ５ 

 3 位の山口 3 級は、初の大会登場でした。新藤支部長と同じクラブのご縁で、ホテル

も相部屋だったことがプラスに働いたようです。 

 話題が前後しますが、開会式は米国支部を加えて賑やかだったのですが、Yoshida 夫

妻は理事会と開会式に出席されただけで、碁は打たないそうで少し寂しく思いました。 

 国歌斉唱の際、用意していた伴奏の音が出なく、アカペラでの各国斉唱となりました。

大会史上初のこと。塚本六段が壇上でマイクを取って美声をご披露され、急場を凌いで

頂きました。 

 対局後は会場を地下の「田中作次ホール」に移して閉会式と表彰式、晩餐会が行われ

ました。恒例の参加者全員の記念撮影はプロ棋士 2 人（6 段と初段）にアマ 6 段 3 人、

通訳 3 人の総勢 75 人を越える賑やかさになりました。 

GPFR の専用 Booth を RI 大会会場内に開設しました 

 

碁盤 3 面置いて宣伝活動に 

 

韓国支部は優勝を独占。初段

は日本の 3 段以上の実力か。 

 

友愛の家 booth 開設。

碁盤見て次々に来客 

 

上級者クラスに一人面目を保った坂本 

五段。六段の出場は大会優勝経験者に 

 

多面碁のプロ指導は Kim Shin Young 初段 

 

常連である貴田 2 段は国際大

会で中級３位に輝き、初の受

賞。大きな拍手を受けました 

 

初出場ながら初級者 3 位を

韓国女性と分け複数入賞

を果たした山口 3 級（左） 

 

全国大会優勝の勢いで

病後ながら初級準優勝

杯を手にした瀧澤 4 級 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                     ６ 

10 月 15 日（土）に全国大会開催  

 GPFR 日本支部は 2016 年 10 月 15 日（土）午前 10 時から東京・市ヶ谷の日本棋院

本院 6 階の対局室で「第 15 回ロータリー全国囲碁大会」を開催します。3 クラス制、

1 時間の早碁戦で、同クラブ上位２人の得点によるクラブ対抗戦も行います。登録受付

は 09：30、昼食挟み 4 局の予定。表彰式は 16：00 の予定です。 

 3 クラスとも上位 4 位まで入賞楯を用意。登録料 7000 円（昼食代等含む）。申し込み

締め切りは 10 月 7 日（金）。定員 100 人ですので早めにお申し込みください。 

大会参加申込書をご利用の上、GPFR 専用 FAX（03－3452－1652）に所属クラブを

通じて送信をお願いいたします。送金方法等は下記をお確かめください。 

 

 

会費納入のお願いと全国大会のご案内 

ロータリアンの囲碁仲間を GPFR にお誘いください。新規入会のお申し込みは、ご本人

の地区、クラブ、氏名、年齢、級段位を明記して所属のクラブ事務局を通じて FAX で下記

の GPFR 日本支部宛に送信をお願いいたします。年会費 2000 円。入会金はありません。 

 年会費は、同封の郵便振替用紙（口座番号 00100-0-427835 ロータリー囲碁同好会宛）

をご利用のうえ、2016-17 年度会費分として７月末までに 2000 円をご送金ください。 

 

 10 月 15 日（土）の「ロータリー全国囲碁大会」に参加ご希望の方は、同封の「参加申込

書」にご記入の上、FAX で送信して下さい。日本支部より折り返し大会要領をご連絡致し

ます。会員を優先しますので、会員は同封の郵便振替用紙に「全国大会参加」と明記して、

お早めに大会登録料 7000 円と年会費 2000 円の計 9000 円をご送金ください。定員 100 名

です。クラブ内のロータリアン、ご家族のご参加も歓迎いたします。 

なお、振込み手数料（100 円）はご負担ください。GPFR は皆様の会費で運営しておりま

すので、何卒、会員の増強と会費の納入のご理解とご協力をお願い致します。GPFR の活動

については HP(http://www.gpfr,jp)をご覧ください。 

文責  GPFR 日本支部幹事 太田清文（東京 RC） 

 

〒104-0031東京都中央区京橋 2-11-8全医協連会館1F 

2580 地区ガバナー事務所内  ロータリー囲碁同好会 

専用 FAX  03－3452－1652 

日本支部長 PDG 新藤信之 

http://www.gpfr,jp/

